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共同研究について面白く話していただいたことを
心から感謝しています。
　研究所としては、アジア福祉創造センターの研
究仲間をぜひ広げていきたいと考えています。こ
の学内学会は、その非常に貴重な機会だと思って
います。そういうことで、事務局長の古屋先生に
お願いして、秋元先生にぜひ話していただこうと
いうことで実現しました。
　学生の皆さんも、研究を一緒にやっていこうと
いう方々も、ぜひ研究所に申し出てください。こ
れから一緒にやっていただければと思います。ど
うぞよろしくお願いします。ありがとうございま
した。
古屋　ありがとうございました。それでは、秋元
樹先生、本日は誠にありがとうございました。皆
さん、もう一度拍手をお願いします。
認知症者の生活支援に必要な「介護の手間」判定指標とは
～平成22年、23年度老人保健事業推進等補助金事業から～
今　井　幸　充　
古屋　それでは、教員研究報告の第２題目ですが、
専門職大学院教授の今井幸充先生にお願いしまし
た。今井先生は、ご存じのとおり、（日本）認知
症ケア学会、日本老年精神医学会、日本老年社会
科学会など、いくつもの学会で要職を務めておら
れ、今現在も臨床の精神科医師です。
　本日は、「認知症者の生活支援に必要な『介護
の手間』判定指標とは－平成22年、23年度老人保
健事業推進等補助金事業から－」ということで、
研究の報告をお願いしました。受付ロビーで、そ
の研究班の報告書も配布しています。それでは、
今井幸充先生、よろしくお願いします。
今井　事務局長、ご紹介ありがとうございます。
皆さん、こんにちは。このようなフォーラムで話
すことができて、大変光栄に思っています。
　先ほどの秋元先生の内容とはだいぶ異なり、皆
さんにとっては非常にマニアックな問題です。認
知症に関しては、あまり専門でない方もいると思
いますが、今日、ここで私が発表するのは、内容
はともかくとして・・・。このように、ちょっと
高いところから皆さんを拝見すると、将来、研究
をする、いわゆる若手の研究者、あるいは学生や
院生がいます。そこで、研究とはどういうものか
ということも踏まえて、認知症の尺度開発という
視点だけではなくて、皆さんのこれからの研究に、
何らかの方向性で役立ててもらえればと思ってい
ます。
　私は、ここに2000年に就任しました。その前は、
聖マリアンナ医科大学で教鞭を執って研究をして
いたわけですが、私が認知症の研究を始めたのは、
正式に言うと、1980年からです。この研究を約30
年以上続けてきました。今、こうやって年を取っ
て振り返ってみると、なぜこのように続けられる
のか、そのパワーは何かということを私自身も不
思議に思っている次第です。
　そもそも私が研究を始めたのは、博士号を取る
ために、認知症、アルツハイマー病の診断の評価
の問題で、CTスキャンを使って評価方法を開発
したのが最初でした。
　CTスキャンは、今はどこでも使われているわ
けですが、当時は、持っている施設は少なかった
です。アルツハイマー病特有の脳委縮をどうやっ
て評価するのかということを、「エビデンスをもっ
て」とよく言いますが、きちんとした証拠をもっ
て評価していく方法を開発して博士号を取りまし
た。
　私たちの研究は、あくまでも、その結果、アウ
トカムが実践にどう活用されていくかが非常に大
